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2022年３月期 通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 
最近の業績の動向等を踏まえ、2021 年５月 10 日に公表した業績予想を、下記のとおり修正しましたのでお知

らせいたします。 

 

記 

 

１． 2022 年３月期通期連結業績予想の修正（2021 年４月１日～2022 年３月 31 日） 

 連 結 売 上 高 連 結 営 業 利 益 連 結 経 常 利 益 
親会社株主に帰属する 

当期純利益 

１ 株 当 た り 

連結当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 72,500 11,900 11,800 7,000 115.05 

今回修正予想（Ｂ） 89,000 21,000 19,800 13,000 213.68 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 16,500 9,100 8,000 6,000 －  

増 減 率（ ％ ） 22.8 76.5 67.8 85.7 －  

（参考）2021 年３月期実績 65,830 11,339 10,844 5,329 87.60 

 

 

２．修正の理由 

 第２四半期連結累計期間の業績は、為替が円安に推移したことに加え、事業環境は厳しい中でも技術トレン

ドに合致した高付加価値製品の拡大や新規顧客・新規案件の獲得、および新製品の貢献により、売上高が好調

に推移しました。 

第３四半期以降については、第２四半期から最終製品の需要動向に減速感が出始めているものの、為替の円

安推移（下期前提レート：112.0 円/米ドル）が継続し、高付加価値製品、新製品の拡大が続く見込みです。第

４四半期については期初より想定していた半導体不足の影響などのリスクに加え、電力不足の影響拡大などで

事業環境の不透明感が強まったことを加味し、通期連結業績予想を上記の通り修正いたします。 

 

 

＜見通しに関する注意事項＞ 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基

づいており、当社としてその達成を約束する趣旨のものではありません。実際の業績は様々な要因により異なる可能性があります。 

以上 


